
 

 

 

 
 

 

 ● 20～30年前より世界各地でミツバチの大量死や

大量失踪、数の減少の事例が報告され、蜂群崩壊

症候群（CCD）と呼ばれています。 

● CCDの発生原因としてさまざまな要因が検討され

ましたが、ネオニコチノイド系農薬が直接の原因

であると科学的に証明されています。 

● これらの結果を考慮して、農薬の登録内容が変更

されています。 

● モモでは、生育初期防除に使われるアドマイヤー

水和剤の露地栽培での使用時期は、発芽期から開

花期を避け、落花後に限ると変更されています。 

●  

定な天候は一向に減少しているわけではなく、開

花 

期が早期化している分だけ年によっては凍霜害

にあう危険性が反対に高まってしまうためと考え

られます。 

●今年の甲府における日平気温の月 

 平均値は１月：2.6℃(平年値 3.1 

 ℃）、２月：3.5℃(平年値 4.7℃) 

 と平年よりやや寒い冬でした(図)。 

● この平均気温は過去 30年間にお 

いて、低い方から１月：11位、 

２月：５位の順位です。特に２月 

の気温が低い傾向でした。 

● ３月３日に発表された果樹試験場 

のモモ開花予想では、今年の開花 

始めは、標高 440ｍの果樹試験場 

で４月５日で、平年より３日遅く、 

２～３月の気温が高かった昨年に比べて 13日遅くなっています。 

● 近年続いていた著しい温暖化傾向は、今年は今のところ小休止と思われます。なお、

今後の天候状況により予想結果は変動しますので順次、最新情報の入手を願います。 

今年の開花はいつ？ 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

 

開花期にアドマイヤー散布はしない 
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図 開花期を迎えたモモの花を訪れるミツバチ 


